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　教育行政の根底にあるのは、「一人
ひとりの子どもをしっかり育てる」
ことであり、どのような状況にある
子どもにとっても、その成長に結び
つく施策でなければ意味がない─
本市ではそう考え、「未来を担うすべ
てのこどもを主人公に」を基本理念
に掲げています。
　２０１４年度には全小学校に、２０１５
年度には全中学校に、１人１台のタ
ブレット端末を整備しました。発言
が苦手でも、タブレット端末であれ
ば自分の考えを書き込みやすくなり
ます。どんな子どもも協働学習に積
極的に参加するようになりました。
また、タブレット端末で予習動画を
視聴させた上で授業を行う「武雄式
反転学習」によって、多くの子ども
に家庭学習習慣が定着しています。
　特別支援学級の子どもは、自分専
用のタブレット端末を手にしたこと
により、自分のペースで学びを進め
られるようになり、その達成感から
何事にも意欲的に取り組むようにな
りました。また、次期学習指導要領

ではプログラミング教育が必修とな
りますが、本市では２０１４年度から
企業と連携してプログラミングの授
業を行っています。その成果もあり、
２０１７年度はプログラミングの全国大
会に小学生２組、中学生１組が出場。
中学生が金賞を受賞し、副賞のアメ
リカ・シリコンバレー視察旅行で大
いに刺激を受け、次の活動に意欲を
燃やしていました。
　さらに、文部科学省から食育の研究
指定を受けた小学校では、子どもが
毎日、３食の内容をタブレット端末に
入力し、それを企業が歩数計などによ
る子どもの運動量と合わせてデータ
化し、各家庭に伝える取り組みを行い
ました。すると、「朝食の献立のバラ
ンスをよく考えるようになりました」
といった保護者の声が多く上がり、
家庭の食への意識が高まりました。
　このように、ＩＣＴの活用が、公教
育の使命であるすべての子どもを伸
ばすための有効な手段であることを
実感しています。

　本市では、教育大綱に「組む」を

掲げ、学校・家庭・地域・企業・大
学が一体となって教育活動を進めて
います。
　例えば、本市の小学校では、週４日、
朝の１５分間を活用し、四字熟語や計
算問題の反復学習などに取り組む「花
まるタイム」を行っています。２０１４
年度に始めてから２０１８年度までに、
実施校は１０校に広がります。この取
り組みで重要な役割を担うのが、地
域の方々です。学習支援員として各
教室に入り、子どもに声をかけ、答
案の丸つけをしていただいています。
その数は年間延べ約１万人（２０１７
年度）です。この交流をきっかけに、
町で会った時にもあいさつをしたり、
地域行事に参加したりと、両者の結
びつきは深まっています。「地域の人
に見守られている」「地域の子どもは
地域で育てる」といったそれぞれの
意識が強まることで、かつて年間４０
件以上あった犯罪少年数は２０１７年度
には２件にまで減少し、触法少年数は
２０１５年度からゼロが続いています。
　学校外の機関との連携は難しい面
もあり、新しい施策への戸惑いや不安
もあります。しかし、よりよい教育環
境を築こうと多様な人たちと議論す
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全国の自治体は、どのような考えの下で、教育行政を進めているのかに迫る新連載。第1回は、地域や企業と連携した
施策を様々に打ち出し注目されている佐賀県武雄市の浦郷究教育長が、学校外の機関と「組む」重要性を語ります。
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る中で、予想以上のアイデアが生まれ
ます。そのアイデアを、子どもが「挑
戦してみよう」と意欲をかき立てられ
る施策に具体化することが重要です。
　「花まるタイム」の実施に際しては、
各校と各校区の地域協議会が議論を
重ね、協力の申し出のあった地域の
小学校から導入していきました。学
校から一方的に地域にお願いするだ
けでは、両者が一体となって子ども
を育てる意識は醸成しにくいと考え
たからです。また、本市では２０１５年
度から教育委員を１０人に増やし、う
ち５人を地域からの公募としました。
子育て世代の委員も加え、多様な視点
で教育行政について議論しています。
　新しい施策ほど、客観的な評価に
よる成果が求められます。そのため
にも、大学や企業との連携が有効だ
と考えています。タブレット端末の
活用については、東洋大学の協力を
得て検証し、成果の発信と課題の抽

出を行っています。さらに２０１７年度
には、文部科学省の外国語教育を中
心としたカリキュラム研究の地域指
定を受けましたが、研究指定校の３
つの小学校では、ベネッセの〈GTEC 
Junior〉＊ を導入しました。２０１７・
２０１８年度と連続で５・６年生が受
検して子どもの英語力の伸びを測り、
その結果を教員の授業改善にも生か
す予定です。

　今後、強化を考えているのは、乳
幼児から高校までの縦の連携です。
２０１５年度にこども部と教育部を統
合した「こども教育部」を教育委員
会に設け、一貫して子育てを支援す
る体制を整えました。特に貧困対策
については、「こどもの貧困対策課」
を独立させ、ひとり親家庭の支援や
子どもの発達段階に応じた切れ目の

ない施策を進めているところです。
　また、２０１７年度から児童・生徒用
のデジタル教科書を導入しています。
タブレット端末が１人１台ある環境
を生かした取り組みにはまだ工夫の
余地があり、指導力のさらなる向上
を目指します。市立小・中学校のす
べての先生方に成長を実感してもら
うために、「今後残しておきたい授業」
の記録を毎年提出してもらい、冊子
にまとめて全員に配布していますが、
その中にはタブレット端末を活用し
た授業が増えています。先生方の豊
かな発想を感じるのと同時に、そう
した力を生かすのも教育委員会の役
割だと考えます。
　本市の教育に魅力を感じて、移住
する方々が増え、地域の活性化につ
ながっています。教育にはそうした
強い力があると信じ、既成概念にと
らわれずに、様々な機関と連携し、
挑戦し続けていきたいと思います。

＊　小学校の外国語活動で身につけてきた英語力の 4 技能をタブレットを用いて測定するテスト。

魅力的な教育で
地域活性化を図りたい

武雄市
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◎2006 年に１市２町が合併して誕生した。佐賀県西部に位置し、ＪＲ博多駅から電車で約1時間、九州佐賀国際空港及び
長崎空港から車で約 40 分と、西九州における交通の要衝。開湯から約1300 年という歴史ある武雄温泉を有する。

人口　約４万9,000人　面積　195.44㎢　公立学校数　小学校：11校（ほか分校３校）、中学校：市立５校・県立１校　
児童・生徒数　約 4,000人　電話　0954-23-5170　URL　http://www.city.takeo.lg.jp/kyouiku/
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